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平成 26年度 環境資源工学会

総 会 次 第

記

日時 ： 平成 26 年 5 月 31 日（土） 14 時 30 分～

会場（ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ） ： 西早稲田キャンパス 51 号館 12 階・13 階、60 号館

  （総会・講演会） ： 西早稲田キャンパス 63 号館 2 階 04 および 05 会議室

  （懇親会） ： 西早稲田キャンパス 63 号館 1 階 馬車道

※ ポスターセッション

   13 時～14 時 （各研究室前）

   

1． 総会

  14 時 30 分～15 時 30 分

   会長挨拶

   環境資源工学会奨学金制度について

   会計報告および会計監査報告

   環境資源工学科の変遷と近況報告

2． 特別講演

  15 時 40 分～17 時

   講演１ テレビマンと理工学部

       株式会社フジテレビジョン         西山 仁紫 （79 年卒）

   講演２ 早稲田はどう見られているか

       株式会社日本経済広告社          馬場 滋  （79 年卒）

       

3． 懇親会

   17 時 30 分～19 時 30 分

   開会挨拶

   乾杯、歓談

  イベント（ビンゴゲームを予定）

   校歌斉唱

   中締め

総会資料



2

平成 26年度環境資源工学会執行体制

会長   前川 統一郎 （S54）     再任

副会長  小林 直樹 （S44） 新任

副会長  大和田 秀二 （S54） 再任

理事   松村 治夫 （S47） 再任

理事   神谷 夏実 （S53） 再任

理事   馬場 滋  （S54） 再任 平成 23 年度総会幹事長

理事   山崎 治郎 （S55） 再任 平成 24 年度総会幹事長

理事   富永佳晃   （S56） 新任 平成 25 年度総会幹事長

理事   丹野秀昭  （H2） 再任

理事   平沢 真也  （H6） 再任

理事   下川 倫史 （H19）  再任

監事   高杉 真司 （S49） 新任

任期は総会の日から翌年度の総会の日までとし、再任は妨げません。

（参考）

第１８条 本会は次の役員を置く．

   会 長   １ 名

   副会長   ２ 名

   理 事   12 名以内

   監 事   ２ 名

   最高顧問  若干名

第１９条 会長は正会員より選出し，本会を代表し会務を総括する．会長の任期は２年とし、

再任を妨げない。

第２０条 副会長は，正会員のうちより会長が委任する．副会長は会長を補佐し会長に事故

あるときはその任務を代行する．

第２１条 理事は正会員のうちより会長が委任する．

第２２条 監事は正会員のうちより会長が委任する．

第２３条 最高顧問は会員のうちより会長が委任する．

第２４条 役員の兼務は原則としてこれを認めない．

第２５条 副会長，理事及び監事の任期は１年とする．ただし再任，再選はこれを妨げない．
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総会の活性化

総会幹事団

平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度

氏名 卒業年 氏名 卒業年 氏名 卒業年 氏名 卒業年

小林 直樹 1969 山崎 治郎 1980 富永 佳晃 1981 川崎 秀憲 1982

大和田 秀二 1979 小棹 理子 1980 杉山 好隆 1981 佐々木 豊成 1982

馬場 滋 1979 國吉 信行 1980 藤木 信裕 1981 高橋 三成 1982

前川 統一郎 1979 伊貝 美穂 1990 大野 克久 1991 橋本 宣彦 1982

山崎 治郎 1980 丹野 秀昭 1990 小室 隆将 2011 星野 基 1982

富永 佳晃 1981 本郷 照久 2000 平岩 良太 2011 渡部 浩 1982

藤木 信裕 1981 土屋 一彰 2010 米山 直樹 2011 加藤 彰子 1992

山崎 淳司 1984 野原 雄介 2010 鈴木 秀夫 1992

大河内 博 1989 森 雄亮 2010 田島 慶 1992

中山 圭子 1989 堂脇 清志 1992

伊貝 美穂 1990 小林 奈央子 2002

丹野 秀昭 1990 須田 千幸 2002

安井 万奈 1991 堀 邦絋 2002

坂本 大 1993 大森 雅史 2012

平沢 真也 1994 黒木 奈津子 2012

大竹 秀喜 1997 徳丸 歩夢 2012

所 千晴 1998 長谷川 弘樹 2012

下川 倫史 2008 山岸 史弥 2012

境 基輔 2008

総会参加者の卒業年代分布

2001年以降

1991年～2000年

1981年～1990年

1971年～1980年

1970年以前
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会員名簿の整備

・会員情報一斉確認調査（平成 25 年 1 月～3 月）

・WEB 経由会員情報修正サイト開設

・環境資源工学会 HP に住所不明者掲載

・学科研究室経由住所不明者調査

一般会員 終身会員 合計

総会員 4,318 人 959 人 5,277 人

逝去者 738 人 170 人 908 人

総会員（逝去者除く） 3,580 人 789 人 4,369 人

住所不明 1,333 人 116 人 1,449 人

住所確認 2,151 人 673 人 2,824 人

住所不明率 37% 15% 33%

財政の改善

2004-2008 年平均 2010-2013 年平均

１．収入 736,400 1,075,323

１） 会費収入 463,400 604,823

２） 総会参加費 273,000 470,500

２．支出 1,265,316 833,673

１） 会報作成関連費 509,644 255,097

２） 総会関連費 673,269 534,690

３） 理事会関連費 39,867 24,571

４） その他 42,536 19,315

３．平均収支 △ 528,916 241,650

会報のリニューアル

・A4 版製本から A3 版両面 1 枚に変更

・総会案内送付時に全員に配布
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環境資源工学会の活動に対するアンケート結果

31

１．開催時期について
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計

2 10 24 2 0 1 5 8 2 54
4% 19% 44% 4% 0% 2% 9% 15% 4% 100%

２.今後の講演会で 取り上げて 欲しいテーマ
25 53%
13 28%

9 19%
47 100%

３．環境資源工学会報のリニューアルについて

27 93%
2 7%
0 0%

29 100%

４．環境資源工学会の活動全般について

energy源の開発を具体的に！
会の運営ありがとうございます。メール活用者は増加しますので郵送からメールへの変更は進めて頂き
たいと思います。

お疲れ様です。今後もよろしく。
年１回の集会で終わってしまうのは致し方の無い事であるが、現状を最低としてこれ以下に活動がなら
ぬ様希望する。

学会活動の盛り上がりを感じます。普段の努力の賜物と思います。深謝。
もしよければ、卒業生の会社名を記入して欲しい。
リニューアルは大成功でした。特に若い世代の出席者が多くなったこと、今後も若い人達が参画する運

営・企画を期待します。

賛成であり問題を感じない
賛成であるが、改善の余地がある

あまり賛成しない・賛成できない

PC画面で読めればよいし、現状紙面は読みづらいので、基本はHPよりDLする方式として、希望者のみ
に郵送する。

A4～A3で十分内容は伝わります。メール送信も併用可
現在の方向で良いと思います。
とても良い施策だと思います。

改善の努力に敬意を表します。
Facebook, Twitter等の活用を考え、情報発信してもらいたい

回答数

各分野で活躍している卒業生の講演

教員からの研究テーマに関する講演
学生・修士等の研究活動に関する講演

今後のエネルギー
レアメタル
鉱山（鉄鉱石、銅、etc)の海外での開発、新技術等

リサイクルの市場
各研究室のテーマの中から１点程度、内容を簡単に紹介
資源･環境に対する関心が高くなっており、timelyな題材を選んでお願いしたい

今回、時流に合った良い内容でした
当会とは全く関係のない肩のこらない話題も良いのではないか
今回の「新しいエネルギー」のような、社会で話題になっているテーマ




